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東芝情報システム株式会社  

取締役社長  T士：ノ．こ ・‥   

‥    二・ミ： － ・、  

東芝（当時東京芝浦電気㈱）に入社後すぐまだ  

実物が存在しなかったびN瓦VAC－USSC電子計  

算機のプログラミングを最初の仕事として与えら  

れ悪戦苦闘していたある時9 社内の0配研究会な  

るものに入会するよう誘われた。そこでは優秀な  

捜術者が集まっていて当時の私には訳の分からな  

レー研究をしていた（誘われたのかもしれない）。  

これから充電子計算機のプログラミングを続ける  

ことになるし9 それには役立ちそうな研究会だと  

感じたので顔を出すことにした。回顧談招体本筋  

ではないのでこれ駄上触れないが9 とにかく曲が  

りなりにの監事始めをしたことは確かなようだ。   

以来9 の鼠研究会のメンバーや他の技術者の依  

頼で彷隠の範疇に属する計算のプログラミングを  

幾つか辛がけたが9 の殴を自分の仕事の場で使う  

チャンスはないままに東芝を卒業してヲ 平成4年  

に東芝情報システムに移った。   

東芝情報システムで経営に関与するようにな  

りブ タイミングとしてはかなり遅いがヲ ORが本  

当に経常の役に立つ捜法かもしれないと考える立  

場になった。   

経営情報システム部門に長く携わっていたので  

システム作りは沢山経験したが，経営問題解決の  

場にはなかなかぶつからないし9 たとえの隠で解  

けるかもじれないとレーう問題に直面してもヲ その  

問題を解く知恵も時間も必要な数式の知識も不足  

していて9 雲を掴むような問題ばかりに感じ不勉  

強を改めて痛感した。  

電路（2）   

情報筋加州ぼ謁愈薬で⑳馴ま債鬼るか  

当社で経営に携わってからは，シミュレ山・ショ  

ンや0択抜法で解けるかなと思われた幾つかの問  

題にお巨利こ掛かったがヲ すべてカンジニア リング  

で決断し－てしま って9 の股間題にはしなかった。   

会社経営は限られた費凰 従業局数9 後衛力9  

管理力，時間などが変数で9 株恵の期待9 客先サ  

、一ビス9 従業眉への斗巨ダ山ンを最大にし，販売  

高9 利益額を最大にする高度な問題だと思ってい  

るがヲ 今はO配線法で解く躊信は持ち合わせてい  

ないというのが本音であ説   

どんな企業体の経営も同じだろうと推測する  

が9 顧客のご愛顧を受け，従業員に明日への希望  

を与え9 最新捜術的話題性に富んでいて将来性の  

ある会社にすることが特に情報サー山ビス企業の究  

極の目的である。そこでのRの出一番がないはずは  

ないと考えている。  

最近の計算機事情  

の隠には欠かせない道具である計算機について  

言えば9 最近パソコンが格段に進歩し9 便利で安  

価になった。多少手間暇食ってもデータベ、－スさ  

えあれば手元のパソコンで大抵の計算はこなせ  

る。筆者の机上には3ギガの記憶容量で計算速度  

20のメガサイクルのPENT亙UM搭載のデスクト  

ップパソコンがある。♪ これは30年前の高価な大型  

コンピュータより邁かに大きな能力を持ってい  

る節 会祉の経営者ならこのようなパソコンを机脇  

に設置するのほ簡単だ。デー一夕と数式バッケーージ  
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が，ORに詳しい技術者にはお目に掛からない  

（OR学会員も筆者だけと思う）．大学でOR入  

門の授業を受けた程度らしい（4年間ではそれ以  

上無理なのか？）．したがって実践ORをするに  

は入社後相当勉強が必要だ．  

ITを売り物にしている情報サービス企業とし  

てはITの勉強に忙しく，ORまで手が回らない  

のが実状なので，ORに強い社員の育成は現状で  

は望めない．OR計算の依頼が沢山あれば技．術も  

向上するに違いない．   

当誌を通じてお願いしたいことは，OR発展の  

ためにパソコンでは大変なOR計算をどしどし当  

社のような計算サービス企業に依頼して欲しい．  

その場合は，一般には高度なORの知識はないも  

のと考えていただいて，計算機屋でもプログラミ  

ングができるように準備をされた依頼にしていた  

だきたい．  

ORのパッケージを探すには  

最近仕事がら秋葉原のパソコンショップをうろ  

つく機会が多いが，パソコンソフト売場ではよほ  

ど注意をしないとOR計算パッケージにお目に掛  

かれない．もちろんあることはあるが，ORの専  

門家しかその存在を知らないだろう．パソコンシ  

ョップをうろつくオタクのようにORに縁の薄い  

者にはお呼びでないジャンノーレだからである．「オ  

ペレーションズ。 リサーチ」誌に構造計画研究所，  

SAITECH，住商エレクトロニクス，数理システ  

ムなどのソフトウエア・パッケージの広告があっ  

たが，秋葉原でどんどん売れるソフトウエアに発  

展しないと明日のORはない．各社ともぜひ儲け  

を度外視してPRして欲しいというお願いの心境  

になっている。  

さえ手に入れればあとは実行するのみだ．   

と，こういうことになってはいるが，自前で  

OR計算や統計計算をして，意志決定の一助にし  

ているトノブの話は聞いたことがない．スタッフ  

にやらせていることも考えられるが，意のままに  

意志決定に役立つ計算をタイムリーにしてくれる  

のは難しい話だ．当社ではとても考えられない．   

ORは難しくてその割には役に立たないという  

先入観を持っている経営者が多いと言ったら言い  

過ぎだろうか．戦後50年（OR導入後50年）経営  

者の思考レベルも変わってきたはずだからもう変  

わってくれて良いはずだ．  

パソコンの利用方法  

パソコンの使われ方について，USATODAY  

紙の昨年の2月頃の統計によると，米国企業では  

電子メールがだんとつ，次に文章作成ワープロ，  

インターネットへのアクセス，表計算グラフ作  

成，と続くがその辺でほとんど100％近くになっ  

てしまう（日本も実体は余り変わりはない）．こ  

れはOR計算に使われているパソコンは余り多く  

はないということを意味している．   

実体はパソコンはその能力のほんのわずかしか  

使われていないことを意味しておりリソースのム  

ダである．しかし，「もったいない」という言葉  

さえも死語になった今日日をつぶるしかないだろ   

‾）．   

元計算機屋でORをかじってきた者としては，  

経営者になったら何かやってみたいということ  

で，最近色々な経営データベースを情報システム  

部や経理部から取り寄せ，まず経営に役立つデー  

タ分析を始めたが，本来の自分たちの仕事が取ら  

れた位にしか思われず，経理部や業務本部の幹部  

の評判が余りよろしくない．  

社会におけるORの普及  

当社もOR計算を依頼されることはあるらしい   
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